
                                                                                                                                                      

                                                                                                                                                      

                                            
本
年
４
月
に
「
公
立
の
義
務
教

育
諸
学
校
等
の
教
育
職
員
の
給

与
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
」
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
が
施
行
さ
れ
た
。「
時

間
外
在
校
等
時
間
」
の
上
限
を
月
45
時

間
、
年
３
６
０
時
間
と
し
、
１
年
単
位

の
変
形
労
働
時
間
制
の
適
用
を
可
能
と

す
る
も
の
で
あ
る
。

　

各
自
治
体
で
勤
務
時
間
の
上
限
に
関

わ
る
条
例
や
規
則
が
制
定
さ
れ
、
労
務

管
理
と
働
き
方
改
革
が
進
む
こ
と
を
期

待
さ
れ
て
い
る
。

　

変
形
労
働
時
間
制
導
入
に
あ
た
っ
て

は
「
時
間
外
在
校
等
時
間
」
の
上
限
の

遵
守
が
大
前
提
で
あ
る
。
今
回
の
法
改

正
に
伴
い
、
教
職
員
の
働
き
方
改
革
に

対
す
る
町
の
姿
勢
と
取
組
を
伺
う
。

(1)
道
教
委
の
「
１
年
単
位
の
変
形
労
働

時
間
制
」
に
関
わ
る
意
向
調
査
へ
の
本

町
の
回
答
は
。
ま
た
、
各
学
校
現
場
の

意
見
の
反
映
は
。

(2)
本
町
に
お
い
て
「
時
間
外
在
校
等
時

間
」
の
上
限
は
遵
守
さ
れ
て
い
る
か
。

ま
た
、
「
在
校
等
時
間
」
把
握
の
た
め

に
導
入
し
た
勤
怠
管
理
シ
ス
テ
ム
の
運

用
に
お
け
る
現
状
と
課
題
は
。

(3)
「
時
間
外
在
校
等
時
間
」
の
縮
減
に

向
け
た
取
組
の
進
捗
状
況
は
。

(4)
国
か
ら
働
き
方
改
革
の
「
相
談
窓
口
」

設
置
が
求
め
ら
れ
て
い
る
が
状
況
は
。

(5)
学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
の
保
護

者
や
地
域
へ
の
周
知
の
状
況
は
。

(1)
こ
の
制
度
は
長
期
休
業
期

間
等
に
お
い
て
休
日
を
集
中
し
て
確
保

し
、
教
員
が
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
る
時

間
等
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る

も
の
で
、
早
い
段
階
で
の
導
入
を
検
討

す
る
旨
の
回
答
を
し
た
。
学
校
か
ら
の

要
望
は
特
に
な
か
っ
た
が
、
改
め
て
学

校
の
意
見
の
吸
い
上
げ
に
努
め
、
実
際

の
導
入
年
次
は
、
各
学
校
の
勤
務
実
態

を
十
分
調
査
し
た
上
で
判
断
し
た
い
。

(2)
勤
怠
管
理
シ
ス
テ
ム
を
本
年
６
月
か

ら
全
校
で
運
用
開
始
し
た
。
６
～
10
月

の
月
の
平
均
で
、
上
限
45
時
間
を
超
え

た
教
員
は
小
学
校
１
４
６
人
中
17
人
、

中
学
校
89
人
中
29
人
、
全
体
で
２
３
５

人
中
46
人
で
あ
っ
た
。
課
題
は
自
席
の

パ
ソ
コ
ン
で
の
「
出
勤
」
「
退
勤
」
処

理
を
忘
れ
る
こ
と
な
ど
、
管
理
職
が
本

人
に
確
認
し
て
入
力
す
る
必
要
が
あ
る

こ
と
、
教
育
委
員
会
に
毎
月
提
出
す
る

た
め
、
入
力
漏
れ
が
な
い
か
確
認
す
る

た
め
時
間
を
要
す
る
こ
と
が
あ
る
。

(3)
「
幕
別
町
ア
ク
シ
ョ
ン
・
プ
ラ
ン
」

に
お
い
て
、
目
指
す
指
標
と
し
て
定
め

た
部
活
動
休
養
日
の
完
全
実
施
や
定
時

退
勤
日
の
月
２
回
以
上
の
実
施
、
学
校

閉
庁
日
の
年
９
日
以
上
の
実
施
な
ど
の

取
組
は
実
施
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
な
る

環
境
整
備
は
必
要
で
あ
り
、
学
校
現
場

の
声
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
教
職
員
の
負

担
軽
減
に
向
け
た
取
組
を
推
進
す
る
。

(4)
長
時
間
勤
務
等
の
勤
務
条
件
や
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
不
調
等
の
健
康
障
害
に
関

す
る
相
談
窓
口
の
設
置
は
、
北
海
道
教

育
委
員
会
と
の
連
携
な
ど
も
考
え
ら

れ
、
整
備
の
手
法
は
今
後
検
討
し
た
い
。

(5)
学
校
閉
庁
日
は
、
地
域
住
民
に
対
し

て
は
町
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
児

童
生
徒
の
保
護
者
に
は
学
校
を
通
じ
て

設
定
日
や
目
的
を
お
知
ら
せ
し
て
い

る
。
各
学
校
で
は
学
校
だ
よ
り
で
働
き

方
改
革
に
触
れ
た
り
、
参
観
日
に
お
け

る
全
体
懇
談
会
、
学
校
運
営
協
議
会
で

説
明
し
て
い
る
ほ
か
、
学
校
評
価
に
も

位
置
付
け
一
定
程
度
浸
透
し
て
い
る
。

「
幕
別
町
ア
ク
シ
ョ
ン
・
プ

ラ
ン
」
は
、
現
況
で
は
不
十
分
で
は
な

い
か
。

部
活
動
は
教
職
員
の
長
時
間
勤
務
の

大
き
な
要
因
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。
文

部
科
学
省
で
は
「
学
校
と
地
域
が
協
働
・

融
合
」
し
た
部
活
動
の
具
体
的
な
実
現

方
策
を
ま
と
め
た
。
休
日
に
お
け
る
部

活
動
を
段
階
的
に
地
域
へ
移
行
す
る
こ

と
を
掲
げ
て
い
る
。
今
後
の
動
向
を
注

視
し
た
い
。

■ 一 般 質 問 ■ 

❻

答問
学
校
現
場
の
声
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
負
担
軽
減

策
の
推
進
を
図
っ
て
い
く

「
改
正
給
特
法
」
に
伴
う
教
職
員
の
働
き
方
改
革

に
向
け
て
町
の
姿
勢
と
取
組
は

問

答 再

質

問
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